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先日訪れた穴山の郷はすっぽり緑に囲まれ、頬をわ

たるみどりの風は優しく日々慌ただしく暮らす私にと

って一服の清涼剤でした。こんなに自然に恵まれた快

適な環境のもと、信和会は法人として福祉に対する崇

高な理念と地域に愛される施設運営を実践されていま

すことに敬意を表します。 

 

私は韮崎に数奇なご縁を感じています。県に勤め甲

府から離れる初めての異動が北巨摩福祉事務所、次は

北巨摩振興事務所で、夫は穴山の出身でありました。

また、栗原会長さんとはブラジル県人会周年事業でご

一緒させていただき、韮崎が生んだ偉大な博士大村智

先生の会にもお誘いいただき、今も韮崎の多くの方と

親交を持たせていただいています。私の母も穴山の杜

にお世話になっており日々心温まる介護を受け顔色も

良く幸せな日々を送らせていただいています。甲府に

育った私ですが韮崎は私にとって一番大好きなふるさ

とです。 

 

私が男女共同参画推進センター館長最後の事業とな

った講演会の講師を栗原会長とのご縁から大村智先生

にお願いしました。快くお受けいただき実施すること

ができましたことは忘れられない大切な思い出となっ

ています。 

センターの大研修室は３００人もの溢れるほどの人

が参加され大盛況でした。講演会は大村先生がノーベ

ル賞を受賞される前でして「私の科学と美術」という

演題でご講演いただきました。私は冒頭の挨拶の中で

女子美術大学の理事長でもある先生は「女性に優しい

先生」とご紹介申し上げたところ先生から「それはち

ょっと違う女性にただ優しいということではない。今

日あるのは女性の絶大なサポートがあったからであ

り、今ここで皆様とお話できるのは女性軍の支援・協

力があったからです」と謙虚に話されました。男女共

同参画を進める立場としまして、女性とか男性とかで

なく一人の人間として女性を正当に評価されている姿

勢に嬉しく頭が下がる思いでした。本題に入り、難し

い科学の世界の中の大きな発見を誰にも分かりやすく

お話され、先生の発見が地球上の多くの尊い命を救い 
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世界に貢献されていることを知りました。また、科

学だけでなく文化人であります先生から美術をはじ

め多くの先人たちの教えを学ばせていただきまし

た。参加された誰もが感動し感激し喜びの声が届け

られました。私はその時の「至誠天に通ず」という

お言葉を心に刻み今も人生の道標としております。

私の最後をノーベル賞の偉大な先生に飾っていただ

けましたことは最高の幸せ者と深く感謝申し上げて

おります。 

平成２９年５月、社会福祉法人信和会の法人監事

に任命いただきました。また韮崎が近くなりとても

嬉しいです。不慣れではありますが信和会のますま

すのご発展に微力ながら頑張ってまいりますのでよ

ろしくお願い致します。 

６月３日開催された第１回評議員会に出席させて

いただきました際、私はとても感動いたしました。

信和会は幾つかの福祉施設を運営され、安定された

経営に取り組まれ地域に貢献する施設としてご努力

されています。こうした会の安定・健全運営の素晴

しさに加え、中心となり活躍されているのがほとん

ど女性であったことでした。各施設の取り組み状況

を発表された女性リーダーたちは利用者にとって何

が最善か、どう対処すれば良いかなど工夫されて、

きめ細かな女性の感性や視点を活かし企画、実行さ

れていることでした。          

今、国では女性活躍推進法を作り県や市町村でも

女性の活躍、登用を進めていますが実態は理想と程

遠いものです。ダボス会議の発表によると、日本の

男女格差は先進７カ国中最下位という現状です。こ

こ信和会では既に積極的な女性活用に取り組まれ女

性の視点を重視された運営に当たられております。

これからも男性とともに女性をご活用いただき、地

域・利用者と共に歩む施設として更なる飛躍をご期

待申し上げます。 

 

 

社会福祉法人 信和会 

監事 八代 静枝  

 

私のふるさと 「韮崎」 
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理事会・評議員会報告及び決算報告 

開 催 日 ： ＜理事会＞平成２９年５月２７日（土）  ＜評議員会＞平成２９年６月３日（土） 

開 催 場 所 ： 穴山の杜 集会室 

審 議 事 項 ：第1号議案 平成２８年度事業報告について 

第２号議案 平成２８年度決算報告について 

第３号議案 監事監査報告について 

第４号議案 その他 

今回は法人制度改革の一環として、理事会と評議員会を別日開催として、審議いたしました。事業報告及び決算

報告につきましては、各事業所や事務局より詳細な説明を行い、承認いただきました。その他議案としては、評議

員会開催後の新規理事、監事の確認と評議員会での承認を頂きました。合わせて栗原理事長の就任、報酬について

も承認いただきました。経理規程の改定なども承認いただき、理事会及び評議員会は終了いたしました。 

今回をもって、昨年度より進めてまいりました法人改革制度の見直しの一連の対応は終了いたしました。定款変

更から始まり、新たな理事会、評議員会の在り方のご説明、また、評議員選任委員会の設置及び開催など新たな取

り組みを実施してまいりました。今年度より理事、監事、評議員のメンバー構成も一新し、新たな信和会としてス

タートいたします。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

  

 

社会福祉法人 信和会 法人本部 

〒407－0263 韮崎市穴山町5390 

℡0551-25-6100 

E-mail: honbu@sip-shinwakai.jp 

(単位：円)

当年度末 前年度末 増    減 当年度末 前年度末 増    減

0001 流動資産 565,204,608 701,578,046 -136,373,438 0006 流動負債 64,086,700 242,510,149 -178,423,449 

0002 固定資産 1,494,016,553 1,468,695,655 25,320,898 0007 固定負債 204,515,360 226,290,760 -21,775,400 

0003 基本財産 911,204,469 941,131,376 -29,926,907 負債の部合計 268,602,060 468,800,909 -200,198,849 

0004 その他の固定資産 582,812,084 527,564,279 55,247,805

0009 基本金 226,532,898 226,532,898
0010 国庫補助金等特別積立金 352,483,558 382,234,089 -29,750,531 
0011 その他の積立金 209,790,400 113,000,000 96,790,400
0012 次期繰越活動増減差額 1,001,812,245 979,705,805 22,106,440
  3312 （うち当期活動増減差額） 118,896,840 134,160,832 -33,151,874 

純資産の部合計 1,790,619,101 1,701,472,792 89,146,309
資産の部合計 2,059,221,161 2,170,273,701 -111,052,540 負債及び純資産の部合計 2,059,221,161 2,170,273,701 -111,052,540 

純  資  産  の  部

法人単位貸借対照表
平成29年 3月31日現在

資    産    の    部 負    債    の    部

 

本年度決算

    事業活動収入計 778,019,485

    事業活動支出計 594,664,114

    事業活動資金収支差額 183,355,371

    施設整備等収入計 6,807,676

    施設整備等支出計 156,306,186

    施設整備等資金収支差額 -149,498,510

    その他の活動による収入計 23,000,230

    その他の活動支出計 14,807,080

    その他の活動資金収支差額 8,193,150

    当期資金収支差額合計 42,050,011

    前期末支払資金残高 522,963,897

    当期末支払資金残高 565,013,908

法人単位資金収支計算書
(自) 平成28年 4月 1日 (至) 平成29年 3月31日

 

(単位：円)
当年度決算

    サービス活動収益計 773,219,903

    サービス活動費用計 649,244,922

    サービス活動増減差額 123,974,981

    サービス活動外収益計 6,218,720

    サービス活動外費用計 6,024,829

    サービス活動外増減差額 193,891

    経常増減差額 124,168,872

    特別収益計 252,609,861

    特別費用計 257,881,893

    特別増減差額 -5,272,032

    当期活動増減差額 118,896,840

    前期繰越活動増減差額 979,705,805

    当期末繰越活動増減差額 1,098,602,645

    次期繰越活動増減差額 1,001,812,245

事 業 活 動 収 支 計 算 書
(自) 平成28年 4月 1日 (至) 平成29年 3月31日
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障害者支援施設 穴山の里 

〒407－0263 韮崎市穴山町 5164 

℡0551-25-5900 

E-mail：sato@sip-shinwakai.jp 

 

発 達支 援協 会レク リエ ーシ ョン大 会 

5月27日に里グランドにおいて「レクリエーション大

会」を、地域の老人クラブの方々や、保護者の皆様を

お招きして実施しました。カルタ言葉さがしゲーム、

バランスボールリレーやパン食い競争などの様々な

種目を紅白の各チームに分かれて行いました。結果は

赤組の勝ちでしたが、「良く走ったで賞」や「MVP賞」

の各個人賞も発表され、健康的な一日でした。 

 

親 子 レ ク リ エ ― シ ョ ン 大 会 

5月28日（日）に毎年恒例のゴミゼロ運動に職員と利用

者さんとで参加しました。 

穴山駅周辺の道路に落ちているゴミを拾い、地域の方々

と協力し、手分けをしながら行いました。町も綺麗にな

り、心も晴れ晴れしました。 

 

 

4 月 22 日甲府市朝日町商店街で開催された「ハナミズキ

祭り」のフリーマーケットに出店しました。看板娘や看板

息子たちの元気な声掛けのおかげで、利用者さんが作った

朝採りレタスやお味噌など当日用意した商品は完売でき

ました。 

5月19日（金）の朝から小瀬スポーツ公園で開催され

た「障害者交流スポーツ大会」に利用者さんとスタッ

フの計48名で参加してきました。 

体育館とグランドで様々な種目を行い、他施設の利用

者さんとも交流ができ、有意義で楽しい一日でした。 

 

mailto:sato@sip-shinwakai.jp
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5 月 21 日(日) 緑と大地の会主催・縄文プロジェク

ト 2017！穴山の里施設前「花の谷」でのヒガンバナ

の球根植え付けに、利用者さんと職員とで参加させて

頂きました。地域の方々や東京都新宿区上落合東部町

会の皆さんと一緒に交流を図り、植え付け作業を行い

ました。とても暑い日でしたが、「花の谷」にヒガン

バナがしっかりと咲くようにと、一生懸命作業を行い

ました。これから、10 万本のヒガンバナが咲く、里

の秋を楽しみに待ちたいと思います。 

 

颯爽と刷掃指導受けました！ 

山梨県歯科衛生専門学校の先生方や生徒の皆様が、当

施設利用者様のために刷掃指導においでくださいま

した。AKB48の『恋するフォーチュンクッキー』をみ

んなで踊ってからの楽しい刷掃指導となりました。 

 

5/16（火）・17（水）静岡県にある駿河健康 

ランドへ、一泊旅行へ行って来ました。 

 市内観光をしたり、夜は宴会で美味しい料理を堪

能し、またカラオケも楽しみました。 

2日間とも利用者さんの笑顔が多く見られ、 

とても楽しかったと喜んでいただけました。 

この旅行で、職員と利用者さんとの絆もより一層

深まったと思います。 

 

皆さん、なぜ桃の実に袋を付けるのかわかりますか？1

番の理由は桃の実を袋に入れることで桃を狙う病害虫

から守ることができ、また木全体の収穫量も把握するこ

とが出来るからです。穴山の里でも保護者の皆様や利用

者様・職員で袋かけを行いました。美味しい桃ができる

のを期待して皆、胸を膨らませています。 

 

4月26日には山梨県立北病院の新津勇氏を講師としてお招

きし『統合失調症と多飲症の理解と対応』をテーマに「ここ

ろの出前授業」を受けました。統合失調症に関する医学的説

明とともに、患者さんとの“共感”による人間的なかかわり

方等の講義もなされ、熱心な質疑応答がなされました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

特別養護老人ホーム穴山の杜 

〒407－0263 韮崎市穴山町5390 

℡0551-25-6100 

E-mail：mori@sip-shinwakai.jp 
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6月18日ご家族へお願い致しました環境整備を

行いました。お忙しい中37家族45名が参加さ

れ、居室・フロアの掃除、ガラス磨き・衣類の

入れ替えまでしていただきました。皆さま手際

の良い仕事ぶりで 1 時間を有意義に使い、綺麗

にしていただきました。また、多くのタオルや

雑巾のご寄付もいただきました。 

ひとえに、ご家族の 

環境整備への深いご

理解の賜物と感謝申 

し上げます。 

     

ケアマネージャー 

   小舟 由理 

クジャクサボテンの大きな花が鮮やかに咲き施設

を訪れて下さる皆様や、入居者、職員の気持ちを

癒してくれました。この花は地域の老人会の会長

をされている島津徹雄様が育てたクジャクサボテ

ンで、施設の皆様で観賞してくださいとのご好意

で玄関に飾らせていただきました。ありがとうご

ざいました! 

今年のこの時期の天候は空梅雨なのか、異常続きの天候で農家のみな様は農作物への影響が心配さ

れております。1 年中店先に並べられていて季節感が薄れて来た野菜や果物ですが、すべてのものに

“旬”という言葉があります。季節を感じさせてくれる野菜や果物を眺めると日常忘れかけている四

季を思い出させてくれます。施設の前の竹林も今年はタケノコが不作で利用者に提供できず旬を味わ

っていただけませんでした。豊作・不作も自然界の成り行きで一喜一憂。 

これから本格的な暑さになってきます。利用者、職員共々体調に留意して夏を乗り切ります。 

“やってみせ、やらせ見せて、 

誉めてやらねば、人は動かじ” 

物事を指示するときは、指示する立場の人が、懇

切丁寧に自らまずやって見せる。その上で、今度

はさせてみて、ほぼ会得したと思えるまで続ける。 

どんな仕事でも、部下職員（指示を受ける）が内

容を納得した上で取り掛かることが大切で、納得

しないままだと結果は期待できない。 

本年度の研修計画で、各ユニットリーダーを対象

として1年を通した研修計画を実行しています。

外部の講師である「ＨＲＤサポート代表 樋口し

のぶ先生」の指導のもと、法人の基本理念につい

て自分自身の解釈・掘り下げを行い、施設の組織

風土の醸成につなげることを目標としています。

この議論の会議を『ちゃぶ台会議』と称し、月1

回のディスカッションで発展的な意見発表・議論

を行っています。また、 

全職員を対象とした 

「メンタルヘルス 

セミナー」を年3回 

開催いたします。 

mailto:mori@sip-shinwakai.jp
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5月23日 消防訓練を実施しました。消防署への通報訓練、利用者

への対応を確認、消火器での消火訓練を行い、最後に消防隊員の方

より講評をいただきました。日頃から発生時にどのように行動した

ら良いか意識しておく事の大切さを学びました。 

6月9日 嘔吐物処理方法の研修を実施しました。新人職員を対象に、

必要な装備・用具し使用し、実際に体験してもらいました。ﾉﾛｳｲﾙｽは

微量のｳｲﾙｽでも感染する為、適切かつ迅速に処理を行う必要がありま

す。施設内での感染予防はもちろんですが、二次感染予防が出来るよ

う確認しました。 

4月26日に田富町・韮崎市を中心に活動さ

れている初花会・松山会の皆さんが慰問に

来てくれました。手品の披露では、空の紙

袋から、お金がﾊﾞﾗﾊﾞﾗ次々と出てくる手品

や、ｶﾗﾌﾙなｽｶｰﾌを使った手品など、利用者

も注目して不思議そうにご覧になってい

ました。舞踊の披露ではお馴染みの“武田

節”を一緒に踊る利用者の様子もあり、楽

しいひと時となりました。 

6月28日演歌歌手の清水まり子さんが来設されました。 

清水まり子さんは山梨県甲府市出身で、ご実家は108年、 

4代続く「いなり寿司の清水家」です。1994年にｼﾝｸﾞﾙ 

「父娘坂」でﾃﾞﾋﾞｭｰされ、歌唱賞受賞やヒット曲を生み、 

ﾃﾞﾋﾞｭｰ 20 周年で 2 枚同時ｼﾝｸﾞﾙを発売、2015 年にやまなし大使に就

任など、大活躍されています。「父娘坂」や「あなたへ」などを披露さ

れ、目の前で聴く歌手の歌声に「おぉ!」と圧倒されました。真剣に聞

き入る方、手拍子をされる方など楽しみ方はそれぞれ。最後は握手で

お別れし、普段味わえない時間を過ごしました。 

4月18日“ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ ﾘﾍﾞｶ(代表深沢様を始め8名)が、慰問に来て下さい

ました。皆さんの素晴らしいﾊｰﾓﾆｰに、利用者もうっとり聞き入ってい

ました。また、“富士の山”や“あんたがたどこさ”などをみんなで元

気よく歌い、ﾘｸｴｽﾄを出される利用者もおり、とても楽しまれていまし

た。 

6月17日 甲府市の愛宕町教会の皆様が慰問に来ていただきました。6月はお花

を贈る月との事で、子供達よりかわいらしい花束をﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄしていただきました。

澄んだ歌声と厳かな雰囲気の中での讃美歌の合唱や、二つの曲を同時に歌い出し、

同時に歌い終わる不思議な合唱など披露してくれました。利用者の中には、讃美

歌を口ずさむ方もいて、 

昔教会に行っていた事を 

懐かしそうに話してくれる 

場面もありました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

       
   今年の日帰り旅行は、東京タワーとヤマト運輸様の最新物流拠点である 

   羽田クロノゲートの見学に出かけてきました。 

東京を眺望し、品川プリンスホテルの中華料理をいただき、最新の物流 

システムに感動して、楽しい一日を過ごしました。 

 

 

 

  
今年で３回目となった「わ～く穴山の里大運動会」を開催しました。 

広い韮崎市立体育館を縦横無尽に駆け回り楽しい汗を流しました。 

運動の後は豪華弁当でお楽しみランチ！！ 

保護者やボランティアの方々にもご協力をいただき、盛大な催しと 

なりました。  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

                 
                       今年も陸上自衛隊北富士駐屯地創立５7周年記念行事で太鼓クラブの演奏 

披露をさせていただきました。 

演奏後は部隊見学や屋台での食事、自衛隊グッズのお買い物を楽しんでき 

ました。 今回も駐屯地のみな様やボランティアの千野公洋先生をはじめ、 

多くの方々にご協力をいただきました。 あらためてお礼申し上げます。  

どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

    
   グループホームでは、土日など日中活動先がお休みの日は 

   各自思い思いに休日を楽しんでいますが、今日はみんなで 

力を合わせておやつ作りにチャレンジしました。 

   洋風薄焼きで、素敵な午後のティータイムになりました。 
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多機能型事業所  わ～く穴山の里 

〒407－0263  韮崎市穴山町4433-1 

℡：0551-30-4090 (韮崎仮作業所) 

E-mail：work@sip-shinwakai.jp 

 

共同生活事業所（わ～く穴山の里内） 

〒407－0263  韮崎市穴山町4433-1 

℡：0551-30-4090 (韮崎仮作業所) 

共同 

生活事業だより 

mailto:work@sip-shinwakai.jp


 

甲州弁ラジオ体操

やるじゃんけ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクセサリー作り 

真剣ですｗ 

スポーツレクリェーション 

ボウリング大会！ 
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 穴山の杜  短期入所生活介護事業所 

〒407－0263  韮崎市穴山町4410-3 

℡：0551-25-0800 

 

  

利用者様・職員の交流を大切に、居心地の良い場となることを目指しております。これからもより多くの方

に施設を知ってもらい、気軽にご利用していただけるよう頑張っていきます！！ 

 

甲斐駒を背景に１０

時のティータイム♪ 

短冊に願い事を書き、飾りつ

けの準備をしました。 

 

  

穴山で摘んだヨモギを使

用し、饅頭作りをしまし

た。香りも良く、できたて

で美味しいと大好評でし

た。 

カレンダー作り 

鯉のぼりもお手製ですｗ 



滝澤 哲・藤田 元・古内保明・川崎武司・大河

原典子・韮崎スポーツクラブ（金丸・牛山・平賀） 

内藤まゆみ・石澤應彦・穴山町老人会 

☆教育実習（敬称略） 

◎わかば支援学校 

 八巻香菜子 

◎山梨大学教育学部付属特別支援学校 

 中島菜緒 

◎彰栄保育福祉専門学校 

 佐藤梨乃・吉田麻奈美 

◎甲斐清和高等学校 

 小林瑞樹・田中 彰 

☆施設見学（敬称略） 

◎山梨県立北病院 新津 勇 

◎緑と大地の会 

◎穴山町老人会 

◎優和福祉専門学校 ２４名 

◎東京都目黒区第１地区民生委員・児童委員２２名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成２９年３月１６日から平成２９年６月１５日） 

～ご寄付を頂きました～（敬称略） 

ありがとうございました。感謝いたします。 

～ご協力を頂きました～（敬称略） 

☆ボランティア 

千野公洋（太鼓）・阿部光雄（歌謡）・島津泰子・ 

長坂泰子・島津公子・小林秀子・細窪房美・嶋津

良子・森岡節子（歌謡協力）・田中康子（絵画指導）・

足立悦子(ピアノ演奏)・飯野祐子（習字講師）・ロ

バとうさぎの会・アンサンブルリベカ・初花会・

松山会 

（平成２９年３月１６日から平成２９年３月１５日） 

感 謝 録 訪 問 録 
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研修会報告 
★新規採用者フォローアップ研修会 

 ４月１日採用者に対する三ヶ月経過後のフォローアッ

プ研修会を実施致しました。 

大半が学生から社会人へ立場を変えた職員の皆さんで

す。日常的な業務になれてきたものの専門性の多い業務

での悩みも出始めています。悩みを共有し、解決に向け

ての方向性のアドバイスなど充実した研修会が実施でき

ました。 

      
     現況報告        職場紹介 

★リーダー研修会 

 ４月１日における主任、リーダー、サビ管を対象にリ

ーダー研修会を開催致しました。 

 昨年末から社会福祉法人制度改革を実施し、リーダー

が担う役割も大きく変化しています。 

全施設のリーダーが同じ意識で今後の信和会の運営が進

むように年内数回に分けて開催致します。 

職員数も増え、お互いの情報交換の場としても活用して

います 

     

    セミナー受講   グループミューティング 


